
　数学序論・基礎数学に関する注意　

(1) 数理解析 0 について — 別紙参照。数理解析 0 未合格の学生
の成績は来年 2月に評価点から 40 点を引いた点数 (100点の
ものは 41点引いた点数) を事務に提出する。

(2) 「数学序論 + 基礎数学」を一体のものとして取扱う。基礎数
学の時間にも講義をするし，数学序論の時間にも演習をする。
単位も一体のものとして取り扱う。

(3) 私語禁止。私に対する数学的質問は勿論私語ではないので，随
時 (私の話している途中でも)してかまわない。

(4) 食事禁止。飲み物は可とする。ただし，他の人の迷惑を考え
て下さい。

(5) 教室への出入りは自由ではない。途中入室・途中退室は自由
だが，再度入室する意思をもって退室する場合は私の許可を
得てから退室する事。ただし，「タバコを吸いたい」「電話をか
けたい」等の理由は原則不許可。

(6) 携帯電話の電源を切らなくともよいが，講義中はサイレント
モードにし，時計機能以外は使用しないこと。

(7) 再履修の人への注意：履修届提出後の適当な時期に，Renandi
にアクセスして数学序論 (河野担当)・基礎数学 (河野担当) が
表示されるか確認して下さい。履修届け未提出の場合単位提
出はできません。

(8) 大学の数学についての注意。

1) 大学は講義だけ聞いて理解できるという想定をしていな
い。講義が演習・実験に比較して，同じ時間で単位数が
多いのは，講義と同じ時間の予習・復習 (合わせて講義
時間の 3倍)をすることを前提としている。

2) 講義をしっかり聞き，分からない所はその場で質問をする
ように (もちろん後での質問がダメというわけではない)。

3) 講義内容の変化に注意すること。高校では，問題を解く
のが中心で，所謂「模範回答」というものが有った。し
かし大学では中身 (定義・定理)を正確に (論理的に)を
理解するということが中心になる。問題はその補助手段
である。



4) 受験勉強の悪影響である「丸暗記」は逆に理解を妨げる
ことが多い。「理解する」ことを基本に学習を進めるこ
とを強く推奨する。

5) 大学の先生は高校の先生程「親切」ではない。学生を「大
人」として扱う。自分から actionを起こさない限りめん
どうは見てくれない。教師を上手に「使う」か否かで学
習効率にも違いがある。

なおこれから講義で配るプリントは Renandiから閲覧できる。試
験等の連絡も掲示と同時にのせる。

試験について
試験は 3回行う。2 クラス同時に行なうので，講義時間以外の時
間に行う。

第 1回試験 6月 5日 (火) 18:00～19:30 1 章～2章
第 2回試験 7月 10日 (火) 18:00～19:30 3 章～4章
第 3回試験 試験期間 5章～6章

不合格だったものを対象に再試験を後期に入ってから 1回だけ行
う。それで不合格なら再履修です。


